
   

    

    

 

 

 

 

  

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

発行：甲府市協働支援センター 

甲府市協働支援センター ℡055-231-5537 住所：甲府市宝 2-8-19（甲府市役所西庁舎、旧穴切小） 

あつ活 
NEWS! 

みんなで「あつまり」「つながり」

「活躍する」ためのホットな情報 

をお届け！ 

第 25 号 
2026.2 月 

穴切地区の小正月行事「どんど焼

き」にて、山梨県立大学の学生たちが

2年ぶりに、復活させた『まゆ玉』を

振る舞いながら『地域のつながりを強

化する』ことを目的に、日常から顔の

見える関係を作り災害に備える防災

体験イベントが実施されました。 

 穴切地区の協力の下、甲府市と山梨県立大学が連携して実施したこ

のイベントでは、学生のアイディアが伝統行事と結びつき斬新なイベ

ントの実施と、地域活動への新たな参加者の呼び込みが実現しました。 

 強風の影響によりお焚き上げ行事は中止となりましたが、協働支援

センターの市民カフェスペースでは、小学生を中心に地域の住民が集

まり、まゆ玉を味わうイベントが行われました。併設する体験コーナー

では、災害時に使用する段ボールベッドに横になったり、停電を想定し

て明かりを確保するためにキャンドルを作ったりして、防災体験をし

ました。体験した小学生からは「はじめて段ボールベッドに横になった

けど、硬い」「ベッドは結構寒い」などの声がありました。 

学生のアイディアを基に、様々な世代が体験して参加できる地域行

事の実施展開が拡がっていけば、地域活動は「参加する」から「経験す

る・学ぶ」といった生産活動の場になっていくのではないでしょうか。 

どんど焼き で防災意識 
向 

上 

地域の伝統行事 

 

▲イベント実施の調整会議（大学・地域・市） 
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▲まゆ玉を作成する地区女性部の方と学生たち 

出前講座 地域の実情を知って活動の に
新紺屋地区自治会連合

会を対象に『協働による

まちづくりの推進』出前

講座を実施しました。 

講座では、少子高齢化

とライフスタイルの変化

などによって多様化する

地域課題 

地域活動のヒント！地域カルテと地域資源マップ 

  協働推進課では、市内全

31 地区の人口動態などを

まとめた地域カルテと地域

資源をまとめたマップを作

製しました。出前講座では、 

 
地域課題について、新紺屋地区ならではの地域特性や地域ニーズ

を理解するための資料を分析しながら、それに見合った地域活動

としてどんなことができそうなのかを考えてもらいました。皆さ

んの地域でも出前講座を実施します。お問い合わせください。 
※ 市内全 31 地区の 

地域カルテと地域資源 
マップはこちらから▶ 

このカルテとマップを活用しま

す。皆さまの地域でも、ぜひお役

立てください。 

 

地域で活躍する皆さんの 

熱い活動を紹介するコーナー！ 
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地域で活躍する皆さんの 

熱い活動を紹介するコーナー！ 

協働支援センター   研 修 情 報 

 

地域活動とあつ活サポーター

 

山城地区上今井自治会などが主催する秋の例大祭では、出店やカラオケ大会を開催して

いますが、祭典運営の担い手が少なくなってきています。学生ボランティア団体『甲斐縁

隊』が運営支援をしてくれました。地域からは「スタッフには高齢の方も多いので、若い

方にお手伝いしてもらいとても助かった。次回もお願いしたい」との声がありました。 

池田地区の例大祭にて、長松寺南部自治会が出店する夜店の運営を『甲府ビルサービス

株式会社』が支援してくれました。今回で3回目の利用になりますが、今年は提供するフ

ライドポテトにカレー味など数種類の味を準備し工夫を凝らしました。地域からは「地元

企業が住民と一体となってお祭りを運営してくれると盛り上がる」との声がありました。 

春日地区の小正月行事どんど焼きの運営を『甲斐縁隊』の3人が支援してくれました。

今回で３回目の利用です。地域の子連れの参加者も多いことから、凧揚げや竹とんぼなど

の昔ながらの子ども遊びの教え手や餅つきのつき手として大活躍してくれました。地域か

らは「学生が地区の伝統を現在に伝える大きな力となった」との声がありました。 

※ あつ活サポーター団体による活動の様子はこちらから▶ 

 

協働のまちづくり

地域で活躍する人材を育成する研修講座を

実施しました。講座では、様々な情報伝達ツー

ルを活用し、地域活動への参加者を増やすた

め、人をひきつけるチラシ作りのコツやパソ

コンによる作成方法を学びました。参加者か

らは「はじめて知ることが多く勉強になった。

帰宅してからの復習が大事」「個別に教えても

らい大変助かった」などの声がありました。今

後の地域活動に活かしてください。協働推進

課では開催を希望する研修講座に関するお問

い合わせ 

 高校生から 70 代までの男女 17 人が参加し、協働のまちづ

くりコーディネーター育成講座を実施しました。第 1回講座で

は、地域活動の現状や課題などを学び、求められるリーダー像

について意見交換をしました。 

※ 協働支援センター主催の各種研修講座の詳しい情報はこちらから▶ 

令和 
７年度 

 『なぜ、今市民協働なのか』につ

いて学び、世代や知識・経験・立場

の違いといった多様性を受け入れ

合い、市民が主体的にまちづくり

に参加する方法を考えました。参

加者からは「世代を超えて意見交

換ができ、良い刺激になった」

「様々なアイディアが出て興味深

かった」などの声がありました。 

2 回目以降の講座では、解決方

法などについての知識を深め、今

後の地域活動に活かす方法などを

考えました。 

魅力あるチラシの作り方講座

▲グループワークでのアイディアの共有 

▲グループの代表による発表 

い合わせを募集

しています。気

軽にお電話くだ

さい。 


